
虎ノ門ニュース（2018年10月24日 ＤＨＣテレビ）
「朝鮮の教育を受けさせたいなら自分達で払うべき」

11月8日に放送された虎ノ門ニュース（ＤＨＣテレビ）で弁護士のケント・
ギルバート氏が授業料無償化適用外判決されたことを不服としてる朝鮮学校
について「朝鮮の方が朝鮮の教育を受けさせたいなら自分達で払うべきだと
思う」と自論を語った。
ケント氏は自身の子供達や孫がアメリカンスクールに通わせてたことを引き
合いにし「一部の授業に関しては補助金が出てるようだが、アメリカの教育
を受けてもらいたいから学費は自分達が払ってる。朝鮮の方が朝鮮の教育を
受けさせたいなら自分達で払うべきだと思う。日本に居るなら文科省が作っ
た教育に相当するものじゃなければお金が出ないのは当たり前。そうじゃな
い反日教育や反社会的行動を擁護する教育や独裁者崇拝教育をしたいなら自
分のお金でやってください」と日本の教育に沿う教育をしないなら無償化の
対象外は当然と語った。

また弁護士の北村晴夫氏は朝鮮学校が無償化対象外となったことについて反
発してる日弁連について「意味がわからない。実態を知ってるのか？」と苦
言を呈した。
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安倍総理「金委員長と向き合わないとならない。1日も早い解決に向けチャンスを逃さない」
所信表明演説で拉致問題解決を訴えるも複数の野党議員が野次。

17年12月に安倍総理が拉致問題早期解決を訴えた際には
自由党 森裕子が『いい加減にしろ』と拉致問題解決を批判する野次

野党議員が拉致問題を解決する気がないのは言動を見れば明らか

2018年10月25日（TBS ひるおび）


